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報道関係各位 

一般社団法人デジタル地方創生推進機構 

 
Google の「Environmental Insights Explorer(EIE) 」を用いた 

自治体の GX（グリーン・トランスフォーメーション）支援を開始 
 
一般社団法人デジタル地方創生推進機構(以下、VLED)（理事長：坂村健、東京大学名誉教授）

は、全国の自治体を対象に、Google の温室効果ガス排出量の分析・可視化ツール「Environmental 

Insights Explorer (以下、EIE)」を活用した、温室効果ガス削減に向けた政策の立案や効果検証

を支援する取り組みを開始します。 

EIE は、Google が無料で公開している、温室効果ガス排出量データベース兼分析ツールです。

このツールは、地図データと機械学習技術をもとに、建物や交通に由来する温室効果ガス推定排

出量や太陽光発電設備の導入による温室効果ガス削減予測量を推計し、可視化します。さらに、

これらのデータを公開することも可能であり、現時点で日本国内でも複数の自治体が公開を行っ

ています。EIE の導入により、太陽光発電への助成や公共交通利用促進といった個々の施策が、ど

の程度の温室効果ガス削減効果が見込めるのかを、定量的に把握することが可能になります。 

これまで VLED では、自治体による DX（デジタル・トランスフォーメーション）を推進してきま

した。今後、EIE の導入や活用を支援する活動を通じて、GX（グリーン・トランスフォーメーショ

ン）分野における、自治体の EBPM（Evidence Based Policy Making : エビデンスに基づく政策立

案）に貢献していきます。 
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EIE による横須賀市の温室効果ガス推定排出量と削減予測量 
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[問い合わせ先] 

一般社団法人デジタル地方創生推進機構（YRP ユビキタス・ネットワーキング研究所内） 

担当 : 新堂、山田 電話：03-5437-2270、E-mail：reception@vled.or.jp 
  



 
○ 一般社団法人デジタル地方創生推進機構(VLED) https://www.vled.or.jp/ 

一般社団法人デジタル地方創生推進機構(VLED)は、地方公共団体による DX（Digital 

Transformation）の推進をめざす社団法人です。シンポジウム・研修等のウェビナー動画

や、自治体による DX やデジタル化の事例を紹介するデータベースの公開を通して、地方公共

団体の DX を推進しています。2024年 3 月現在、103 の組織が自治体会員として、140 の企

業・組織が賛助会員として入会しています。 

 

◯ EIE（Environmental Insights Explorer） https://insights.sustainability.google/ 

EIE は、Google が無料で公開している、温室効果ガス排出量データベース兼分析ツールで

す。Google マップのデータを使い、世界中の都市の建物一つひとつの単位や輸送で排出され

る炭素の量、さらに再生可能エネルギーのオフセット効果といったポテンシャルなどを細か

く計測し、それぞれの進捗を可視化することができます。また、自治体から合意が得られれ

ば、データを一般に公開することができ、現時点で日本国内でも複数の自治体が公開済みで

す。 

https://www.vled.or.jp/
https://insights.sustainability.google/

